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4 Streptococcus dysgalactiae subspecies equisimilis による豚の心内膜炎及び脳炎 

 

  県央家畜保健衛生所                  

小澤優子、阿部祥次、戸﨑香織、小松亜弥子、赤間俊輔

豚レンサ球菌症は Streptococcus 属菌によ

る感染症であり、敗血症、関節炎、心内膜炎、

髄膜炎や関節炎等を起こす。Streptococcus 

suis（S.suis）、Streptococcus dysgalactiae

及びStreptococcus porcinusが豚に病原性を

示すことが知られ、宿主の免疫力低下等によ

り発症する 1-5)。加えて、S.suis と豚丹毒菌

による心内膜炎では脳病変を伴うことが近年

報告されている 6)。 

Streptococcus dysgalactiae は、さらに

subspecies dysgalactiae と subspecies 

equisimilis（以下、S.equisimilis）の 2 亜

種に分類され、subspecies dysgalactiae は

αまたは非溶血性を示す動物由来株であり、

ランスフィールドの凝集反応による分類で C

群に分類される。 

一方、S.equisimilis はβ溶血性を示す人

由来株であり、C、G あるいは L 群に分類され

る 5,7)。S.equisimilis は豚の疣贅性心内膜炎

例からしばしば分離されるが 2,4)、近年、本

菌による重度の化膿性髄膜脳脊髄炎を伴う豚

の全身感染例も報告されている 8)。しかし、

国内外での人及び豚の報告は少なく、その病

原性は依然不明な点が多い。加えて、本菌は

まれに人でもレンサ球菌症を起こし 9)、家畜

衛生のみならず公衆衛生分野においても重要

であることから、更なる症例の蓄積と調査が

必要である。 

 今回、S.equisimilis による心内膜炎と脳

炎を伴う全身感染症に遭遇し、併せて県内野

外株についても調査したので概要を報告する。 

材料と方法 

1 発生状況 

 発生農場は繁殖豚 2 頭、育成豚 3 頭、肥育

豚 8 豚の計 13 頭を飼養していた。2016 年 1

月 7 日から、127 日齢の去勢の肥育豚 1 頭に

横臥時間の延長が認められ、ビタミン剤が投

与されたがその 4 日後に起立不能を呈し死亡

した。同じ豚房に計 11 頭が飼養されていたが

（飼養密度 0.82 ㎡/頭）、他の豚に臨床症状は

認められなかった。なお、抗菌性物質の投与

及び飼料添加は行っておらず、母豚には日本

脳炎と豚パルボウイルスに対するワクチンを

接種していた。 

2 材料 

 当該豚を解剖し、肝臓、脾臓、腎臓、心臓、

僧帽弁の疣贅、肺、扁桃、気管、舌、食道、

胃、膵臓、十二指腸、空腸、回腸、盲腸、結

腸、直腸、下顎リンパ節、耳下腺リンパ節、

浅頚リンパ節、気管気管支リンパ節、浅鼡径

リンパ節、腸骨下リンパ節、膝窩リンパ節、

腸管膜リンパ節、骨格筋、坐骨神経、関節液、

脳、脊髄及び胸骨骨髄を採取、検査した。野

外株の調査は、今年度病性鑑定に供された死

亡豚、7 戸 13 頭の扁桃を用いた。また、検査

結果の比較対象として、過去に分離された

S.suis5 株を用いた。 

3 方法 

(1)細菌学的検査 

肝臓、脾臓、腎臓、心臓、疣贅、肺、関節

液、大脳、小腸内容物について定法に従い 5%

羊血液加寒天培地、DHL 寒天培地及び卵黄加
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CW 寒天培地を用いて培養し、分離菌は、簡易

同定キット（API20STREP）により同定した。

加えて、一濃度ディスク拡散法により、ペニ

シリン（PCG）、アンピシリン（ABPC）、アモキ

シシリン（AMPC）、バンコマイシン（VCM）、セ

ファゾリン（CEZ）、セフォタキシム（CTX）、

エンロフロキサシン(ERFX)、オルビフロキサ

シン（OBFX）、オフロキサシン（OFX）、レボフ

ロキサシン（LVFX）について薬剤感受性試験

を実施した。 

野外株の調査は、Streptococcus Selective 

Supplement 20 加羊血液加寒天培地を用いて

分離し、同様に同定及び薬剤感受性試験を実

施した。また、比較対象の S.suis 株について

も同様に薬剤感受性試験を実施した。 

(2)病理組織学的検査 

 採取した関節液以外の材料について 20％

ホルマリンで固定後、定法に従いパラフィン

切片を作製し、ヘマトキシリン・エオジン（HE）

染色を実施し、脾臓、腎臓、心臓、疣贅及び

脳についてグラム染色、脾臓、腎臓、心臓、

疣贅、肺及び脳についてリンタングステン

酸・ヘマトキシリン（PTAH）染色を実施した。

加えて、心臓、疣贅及び脳について抗

Streptococcus Group C 抗血清、肺、扁桃、

下顎リンパ節及び浅鼡径リンパ節について抗

豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス（PRRSV）抗

血清及び抗豚サーコウイルス 2 型抗血清によ

り、市販の検査キットを用いて免疫組織化学

的検査を実施した。 

(3)ウイルス学的検査 

 肺の 10％乳剤を作製し、RNA を抽出して

PRRSV を標的とした RT-PCR を実施した 10)。 

 

 

 

結果 

1 臨床及び剖検所見 

皮膚は全身性にチアノーゼを呈していた。

腎臓は両側性に多発性の粟粒大から麻実大の

梗塞と点状出血、心臓は僧帽弁に重度、三尖

弁に軽度の疣贅性心内膜炎が認められた。脳

は開頭時に著変は認められなかったが、ホル

マリン固定後の大脳割面では、灰白質に最大

径約 0.3mm の白色点状病変が散見された（図

1）。その他、心嚢水の軽度貯留、膀胱粘膜の

点状出血及び関節液の軽度貯留が認められた。 

 

 

図 1 主な剖検所見 

 

2 細菌学的検査 

肝臓、脾臓、腎臓、心臓、疣贅、肺、大脳

及び関節液からβ溶血性のグラム陽性球菌が

分離された。分離株はカタラーゼ及びオキシ

ダーゼ陰性を示し、簡易同定キットにより

S.equisimilis（4463557、99.8％）と同定さ

れた。薬剤感受性試験では、PCG、ABPC、AMPC、

VCM、CEZ、CTX、OFX 及び LVFX に感受性を、

ERFX及びOBFXに中間から耐性を示した（表1）。 
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3 ウイルス学的検査 

肺から PRRSV の特異遺伝子が検出された。 

4 病理組学織的検査 

心臓は筋層にグラム陽性球菌塊を伴う化

膿性炎と線維素血栓を伴う化膿性血管炎が観

察され、僧帽弁は表面に多量のグラム陽性球

菌塊が付着し、その直下では壊死を伴う軽度

の化膿性炎が観察された（図 2）。疣贅は線維

素と多数のグラム陽性球菌塊で構成されてい

た（図 3）。脳は大脳、小脳及び脳幹で左右対

称性かつ多発性に微小膿瘍が観察された。微

小膿瘍はごくまれにグラム陽性球菌が認めら

れ、散在性に化膿性血管炎、線維素血栓、ま

れにグラム陽性球菌による菌塞栓が観察され

た（図 3、4）。その他、化膿性糸球体腎炎、

腎臓における楔型の梗塞性壊死（図 5）、化膿

性リンパ節炎及び諸組織における化膿性血管

炎、線維素血栓及びグラム陽性球菌による菌

塞栓がまれに認められた。線維素血栓は PTHA

染色で陽性を示した。抗 Streptococcus  

group C 抗血清を用いた免疫組織化学的検査

では、観察された菌に一致して抗原が検出さ

れた（図 3）。肺と各リンパ節で実施した PRRSV

と豚サーコウイルスに対する免疫染色は陰性

を示した。 

5 野外株の調査 

 S.equisimilisは、戸数ベースで3/7戸（42．

9％）、頭数ベースで 5/13 頭（38．5％）から

分離された。薬剤感受性試験では、レンサ球

菌に対し有効とされている薬剤に対しては全

て感受性を示したが、獣医療分野で用いられ

るニューキノロン系薬剤の ERFX と OBFX に中

間から耐性を示し、医療分野で用いられるニ

ューキノロン系薬剤に対しては概ね感受性を

示した。 

一方、S.suis は、ERFX 及び OBFX に感受性

から中間を示した点が異なった（表 1）。 

 

 

図 2 弁に付着した多量のグラム陽性球菌 

 

 

 

 

 

 

表 1 薬剤感受性試験の結果 
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図 4 大脳における微小膿瘍 

 

 

 図 5 腎臓における梗塞性壊死 

 

まとめ及び考察 

本症例は、様々な臓器から S.equisimilis

が分離され、グラム染色と抗 Streptococcus 

group C 血清を用いた免疫組織化学的検査に

陽性を示す菌が組織で観察されたことから、

S.equisimilis による全身感染症と診断され

た。豚レンサ球菌症は、原因菌の病原性だけ

でなく宿主の免疫状態や飼養環境等の影響に

より発症するが 11)、本症例では飼養密度が適

正 12)かつ飼養環境は不変、気温変動も大きく

ないことが確認されており、免疫細胞に障害

を与えることが知られている PRRSV13)の感染

が発症の一要因と考えられた。 

と畜場では、心内膜炎を呈する豚が摘発さ

れる 14)。中でも、左心の弁膜性心内膜炎例の

約半数に脳炎もみられるが、その原因のほと

んどは S.suis であり、S.equisimilis が分離

された1例はS.suisとの混合感染例であった

ことが報告されている 6) 。また、豚の

S.equisimilis による脳炎は 1 例報告されて

おり 8)、本症例と週齢、臨床症状、菌が分離

された臓器及び病変の分布が類似しているが、

本症例は疣贅性心内膜炎と諸組織における菌

塞栓を伴う線維素血栓がみられた点が異なる。

さらに、脳からも S.equisimilis が分離され、

脊髄炎は観察されず髄膜炎も極めて軽度であ

 図 3 心臓の疣贅と大脳の菌塞栓における HE、グラム及び免疫染色像 
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ったこと及び腎臓の梗塞がみられたことも異

なる。以上から、本症例は S.equisimilis に

よる心内膜炎と脳炎が確認された初めての報

告と考えられた。 

 本症例は、疣贅性心内膜炎並びに脳をはじ

めとする様々な組織で菌塞栓及び線維素血栓

がみられたことから、菌を含む疣贅の転移 15)

により、全身性の化膿性病変が生じたと考え

られた。軟膜は脳及脊髄の表面に密着してお

り、軟膜の血管は脳実質に入り、神経組織へ

血液を供給している 16)。また、菌血症や敗血

症では病原体は中枢神経と髄膜の血管床でト

ラップされる 17)。本症例では髄膜炎は極めて

軽度であるにもかかわらず、脳実質には広範

かつ多数の微小膿瘍が観察されたため、本菌

は脳実質で増殖し病変を形成したと推定され

るが、その原因は不明であった。 

S.equisimilis の薬剤耐性については、ア

ミノグリコシド系、テトラサイクリン系及び

マクロライド系薬剤に対する耐性株が確認さ

れ、医療分野のニューキノロン系薬剤に対し

ては全て感受性を示したとの報告があるが

18)、今回、野外からの分離菌で実施した検査

結果から、獣医療分野のニューキノロン系薬

剤の有効性は低いことが推定された。 

一方、S.suis は、同薬剤におおむね感受性

を示したことから、種により獣医療分野のニ

ューキノロン薬剤に対する感受性が異なると

推定された。今回遭遇した症例は肥育豚であ

り、臨床現場では他の疾病も考慮してニュー

キノロン系薬剤を選択する可能性があること

から、今後更なる調査が必要と考えられた。 

なお、本内容の一部は 2017 年 3 月号の日

本獣医師会雑誌に掲載される予定であるため、

そちらも参照されたい。稿を終えるにあたり、

数々の御指導、御助言を賜った農研機構動物

衛生研究部門の芝原友幸上席研究員に深謝す

る。 
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